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あの時ともう一度向き合いたい
　岐阜県南部に位置する多治見市は、人口11万弱のこ
の地方の中核都市。土岐川という美しい川が流れ、程よ
く山に囲まれたまちです。
　結婚を機に縁もゆかりもないこの街に住みはじめた私
の、初めての子育ては「楽しい」より「大変」が勝るも
のでした。プレッシャーに押しつぶされそうな日々。で
も当時乳幼児向けのおしゃべりサロンを開催していた
“NPO法人まぁーる”に出会い、そこに通ってスタッフさ
んやママ友と語り合ううち、肩の力がぬけて「まいっ
か」「そういうこともある」と子どもにも自分にも
「○」をつけられるようになりました。そんな私が、
10数年後法人の代表になるなんて…。
　現在「まぁーる」は、地域子育て支援拠点事業（親子
ひろば）の運営やBP1＊（どちらも市の委託事業）など
を実施していて、BP1は年間７回実施しています。私は
常日頃から「BP大好き」を公言しています。なぜなら、
参加したママ達の顔が、出会いや学びを得てみるみる輝
いていくのを目の当たりにできるし、その姿から私自身
もやりがいや幸せな気持ちをもらえるからです。
　そんな私が「BP2＊が誕生する」と聞いて「やりた
い！」と直感的に思ったのは、「BP大好き」だったこ
とと、もう一つ理由があります。それは、私事ですが、
約３歳差のきょうだいを育てた最初の１年が子育て史上
最も精神的にしんどかった…という経験があったからで
す。上の子のいわゆるイヤイヤ期、口から出る「お母さ
ん嫌い！」を真に受けて本気で凹んだり腹を立てたりし
た時期。何とかやり過ごしたけれど、そんな過去を経験
した私だからこそ「やりたい…いや、あの時ともう一度
『向き合いたい』！」と思ったのだと思います。そして、
2019年２月、家族の協力に感謝しつつ第１期のBP2フ
ァシリテーター養成講座に参加しました。
　２日間、全国各地で精力的にBP1を実施している皆さ
んとご一緒し、皆さんの熱意と行動力、みなぎるパワー
を感じました。改めて「やりたい！」と思ったものの、
同時に大きな不安要素もはっきりしてきました。資金の
問題です。提供者の当てはありません。私以外の人の手
も必要、その人たちもボランティアでは出来ない。帰り
道は「どうしよう…」が頭をグルグル回り続けます。大
阪からのお土産は、そんな思いと通天閣の形をしたチョ
コでした。

実施に向けて動き出す！
　会場は確保できました（でも５週連続で２部屋を確保
するのは、けっこう大変）。アシスタントは誰よりも

BP1・2をよく知る最高に心強いＭさん、託児も「まぁ
ーる」のスタッフで担ってもらえそうです。私たちは
日々多くの親子に出会う中で、きょうだいを連れてやっ
との思いで遊びに来るママ達の大変さを十分に理解して
いて、日頃からその時その時で出来るサポートをしてい
ます。BP2を「まぁーる」の事業として実施するために、
予算書を作って仲間に相談しました。総額〇万円、スポ
ンサーを募る？ 全部「まぁーる」の持ち出し？ 参加者
にも負担してもらう？ 「学び」に投資するか？ いくら
なら？ 何度かミーティングを重ねた結果、「まぁー
る」負担と受益者負担で！ と決定。１回1,000円×５回
で5,000円。定員は10。チラシを作成し募集を開始しま
したが…人が集まりません。協力して下さる保健師さん
にも「金額がね…」と言われます。今思えば無理もあり
ません、マタニティーさんやママ向けの講座はほぼ全て
無料である現状、就労しているわけではないママ達、実
際に「高いな～（苦笑）」とも言われました。
　そこで再ミーティングです。プログラムの必要性、提
供したい「まぁーる」としての思い、（決して潤沢とは
言えない）「まぁーる」の活動資金から捻出することの
意味、将来的に出資者に出会いBP2の良さを伝えるため
には「実績」や「効果の実感」が不可欠であること…そ
んな話し合いを重ね、結果、価格改正「参加費ゼロ、テ
キスト代のみ」に決まりました。すぐにチラシを作り直
し事務局にも連絡、保健師さんに改めてご協力をお願い
し、運営するひろばでの声掛けや仲間の協力でSNSでの
発信。すると、定員10人は予想以上のスピードで埋ま
りました。やはり参加費が問題だったようです。ここま
で来るのに、少し遠回りをしたのかもしれません。でも、
親子がいい関係を築いていくこと、「まぁーる」の大事
な活動資金とその将来、いろんなことを皆で話し合うい
いきっかけになった事は間違いありません。私の心が折
れそうになったり、落としどころが見えず計画が頓挫し
そうなときにも、いつも支えてくれたＭさんと夫、問題
に真剣に向き合ってくれた仲間に本当に感謝しています。
そんな経緯を経て、ついに2019年９/19～10/17の毎週
木曜日10～12時に実施となりました。

きょうだいを育てるママの外出は大変！
　ママ達が家を出る際、思いがけない事態が起こります。
BP1でもそれは同じですが、BP2はきょうだいがいる分
その確率は上がります。「幼稚園バスが来る時間なのに、
着替えもせずに遊んで…結局幼稚園まで送ってから来ま
した」とか「（2人を連れて）出発しようとしたら、お
兄ちゃんがちっとも車に乗ろうとせず…」と、遅刻の理
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ママ達の「今」を支えるプログラム

－ 6 －



『こころの子育てインターねっと関西』通巻196号（2020年５月20日）

由は色々です。毎回誰かがちょっと遅刻という状況でし
た。改めて、きょうだいを育てているママたちの日々の
奮闘ぶりを感じました。

初回から盛り上がるママ達の力
　他地域での実践レポートにもありましたが、「ママ達、
よくお話しする！」ということを多治見でも感じました。
初回の雰囲気、BP1は和やかさがありながらも緊張感の
方が勝ります。しかしBP2は和やかさの方が断然勝る気
がします。これは、長子を育てる過程で様々な場面で他
者と関わってくる経験を積んできたことの表れであろう
と思います。そのことを思うと改めてBP1に参加するこ
との意義深さを感じます。子育て仲間を得て、わからな
いなりにも情報交換しながらお互いに試行錯誤する…そ
んな日々を過ごす中でコミュニケーションスキルが磨か
れてくるのです。BP1で仲間と出会うことは、その後の
ママ達の世界をグッと広げるなぁ…と感じました。

ママ達にとって目からウロコのスキル
　２回目「問題解決アプローチ」はママ達にとって大き
な刺激になったようでした。「困ったこと」は日々たく
さん起こるけれど「なぜそうなったのか」まで考えてい
ない（正確に言うと「考える余裕がない」？）というこ
とに気が付いたのです。その様に話してくれたママが何
人かいました。「困った！」→「怒る！」という最短の
思考回路だったのが、ワンクッション「なぜだ？」を経
由してから、その上で対応を考えることを仲間と一緒に
経験しました。その時の子どもの気持ちに思いを馳せそ
れに寄り添う気持ちを持つこと…いつもいつもはそんな
風に出来ないかもしれないけれど、そのスキルを持って
いて心に余裕のある時に発揮できること。そのことが子
どもとのいい関係を保つ上で大切なのだと思います。５
回のセッションの中で、私はこの回が1番好きです。

3・4回目にハプニング
　３回目終わりごろに託児ルームから内線が。「Ａちゃ
んがおしっこだと言うが、ママとじゃなきゃイヤ！と頑
なで・・」と。また翌週４回目には「Ｂちゃんがおもら
し。ママに変えてもらう！と大泣き」。少しすると今度
は「Ａちゃんがママとトイレ！と頑なに…」と。子ども
達も慣れて来たのかな、いろんな主張をしてくれます。
その都度ママ達にはその場をそっと抜けて対応してもら
いました。戻ったママには、不在だった間の内容をお伝
えできたときと、出来ずにそのままお話の輪に入っても
らった時がありました。事務局からはどの場面でもしっ
かりお伝えすべしとのご指摘を頂きました。これは反省
でした。

大盛り上がりの4回目「私のストレス」
　４回目「私のストレス」は１番盛り上がりました。あ
るママから、事前にこの日は都合でお休みする旨を聞い
ていました。３回目の終了時、そのママが貼りだしてあ

る５回それぞれのテーマを見て「来週が1番来たかった
のに！残念―！」と本当に悔しそうに話しみんなで笑い
合いました。テーマを見ただけでそそられるようです。
　当日、終わりがけの１人一言では「いっぱい話したり
聞いたりして、分かる分かる！って言ってもらえて…今
日みたいにいっぱい話すことこそが、私の気晴らし法
だ！ って分かった」「人に話すってこんなにスッキリ
するんだと、今本当にびっくりしている」との声が聞か
れました。この回はどのママも目が輝いていて、清々し
い顔をしていたことが印象深く今も思い出されます。

豊かな関係が生まれた連続の託児
　子ども達の安心につながるよう、原則同じスタッフが
毎回託児を担当しました。託児票は事前のお手紙と一緒
に５回分を送付、毎回１枚ずつ記入して持ってきてもら
うよう案内も添えました。ただ慌ただしいお出かけ前の
負担を少しでも軽くするために、例えば子どもの生年月
日や性別などの欄は初回の託児票だけにして後は簡素化
してもいいと思いました。
　子どもは、２歳１か月～３歳２か月の男女２人ずつ合
計４人、託児スタッフは２人でした。いつもママとの別
れ際に泣けてしまう男の子。それでも回を重ねるごとに
その時間や程度は軽くなっていきます。トイレに「ママ
とじゃなきゃ行かない！」と頑なで、ちょっと甘えたか
った女の子も、一方では「ママに書くの」と折り紙でお
手紙（らしきもの）を一生懸命作りました。どの子も、
戸惑いながらもその状況を受け入れようと前向きになる
様子や安心できる大人や他の子との関わりを持ちだす様
子は、本当に健気で感動すら覚えます。私たちにとって
も、５週にわたって同じ子を託児するという経験は初め
てでした。スタッフは講座期間中に、子どもの様子によ
っておもちゃを選定し直したり部屋のレイアウトを工夫
したりと頑張ってくれました。子ども達の様子は毎回ス
タッフからママ達に伝え、その成長ぶりを一緒に感じ、
子ども・ママ・スタッフ、たてよこ斜めのいい関係が築
かれる貴重な経験になったと思います。

補助金の交付も得られ
　プログラムへは行政から担当課長や保健師さんが見学
に来て下さいました。実施後には報告書を作成し市長と
保健センター担当者に実施状況・効果等を説明する機会
を持ちました。2020年度は「まちづくり」の助成金に
応募し、補助金の交付を得られ、年間２回実施予定です
（半分は持ち出しですが…）。コロナ終息を願いながら
準備したいと思っています。まだまだFAとしての課題
も山積ですがそれは私の今後の努力に
委ねるとして、きょうだいを育て一喜
一憂しながら日々奮闘している（かつ
ての私のような）ママ達の「今」を支
えるBP2プログラムを継続的に実施出
来ればいいな…と願っています。
＊BP1：赤ちゃんがきた! BP2：きょうだいが生まれた!
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